
・不適切な食生活
・運動不足
・ストレス過剰
・睡眠不足
・飲酒 ・喫煙　など

・肥満症
・高血圧症
・脂質異常症
・糖尿病

・心疾患
（心筋梗塞・狭心症）
・脳血管疾患
（脳出血・脳梗塞）
・腎臓病

・認知症

・寝たきり
・死亡

9
・
10
月
の
担
当
医

9月
7
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

14
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

15
日
（
　
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

21
日
（
日
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

23
日
（
　
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

28
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

10月
5
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

12
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

13
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

19
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

26
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
9
月
7
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
へ
受
診
く
だ
さ
い
。

た
。
日
本
の
認
知
症
有
病
率
は
、
65
歳
か

ら
５
歳
刻
み
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。
裏
を

返
す
と
、
発
症
を
５
年
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
認
知
症
を
半
分
に
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
あ
る
国
の
研
究
で
は
す
で
に

認
知
症
患
者
が
３
割
減
少
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
血
管
の
動

脈
硬
化
の
予
防
に
努
め
る
こ
と
で
実
現
し

ま
し
た
。

認
知
症
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

偏
っ
た
食
生
活
、
運
動
不
足
、
過
度
な
飲

酒
、
喫
煙
等
が
続
く
と
生
活
習
慣
病
に
つ
な

が
り
ま
す
。血
管
が
硬
く
な
り（
動
脈
硬
化
）、

血
液
の
流
れ
も
悪
く
な
り
ま
す
。認
知
症
は
、

脳
の
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
血
管
に
老

廃
物
が
溜
ま
る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
脳
の

血
管
の
動
脈
硬
化
は
80
歳
以
上
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
８

割
以
上
に
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
動
脈
硬
化
が
長

く
続
く
こ
と
で
起
こ
る

　

認
知
症
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
や

「
血
管
性
認
知
症
」
等
い
く
つ
か
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
発
症
の
原
因
は
様
々
で

す
が
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
が
発
症
・
悪
化
に

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

認
知
症
予
防
は
生
活
習
慣
病
予
防
か
ら
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　
（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

月
・祝

火
・祝

脳
梗
塞
や
脳
出
血
等
の
脳
血
管
疾
患
も
認
知

症
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
す
る
た
め
に
は

　

食
事
、
生
活
リ
ズ
ム
、

運
動
習
慣
等
、
普
段
の

生
活
を
見
直
し
て
血
圧

や
血
糖
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
く
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
第
一
の
予
防
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
値
が
高
い
場
合
は
治
療
を
し

て
正
常
に
戻
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
今
ま

で
に
脳
梗
塞
や
脳

出
血
を
発
症
し

た
こ
と
が
あ
る
場

合
、
再
発
す
る
と

認
知
症
が
進
む
可

能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
予
防
の
た

め
に
は
表
に
あ
る

よ
う
に
、
目
標
値

以
下
に
保
ち
血
管

を
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
健
康
増
進
普
及
月
間

        目  標  値 再発予防の目標値

　 血　圧 130/85mmHg未満 140/90mmHg未満

　 血　糖 HbA1c5.6 未満 HbA1c6.5 未満

（空腹時血糖） （100mg/dl 未満） （126mg/dl 未満）

LDLコレステロール 120mg/dl 未満 120mg/dl 未満

予防のための目標値

１
に
運
動　

２
に
食
事

　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

　

― 

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う 

―

　
　
　

９
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」



高
山
赤
十
字
病
院
　
市
民
公
開
講
座　

日
時
：
10
月
４
日（
土
）
14
時
～
16
時　

場
所
：
高
山
赤
十
字
病
院
本
館
３
階
講
堂　

内
容
：
が
ん
等
の
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

※
９
月
１
日
～
16
日
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
が
必
要　

問
合
先
：
高
山
赤
十
字
病
院
市
民
公
開
講
座
事
務
局　

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
１
１
（
平
日
10
時
～
15
時
）
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傷の治し方、治り方

　
正
常
な
肝
臓
は
臓
器
移
植
な
ど
で
半
分
以
上
切

り
取
っ
て
も
数
週
間
で
元
の
大
き
さ
を
取
り
戻
し

ま
す
。
指
の
先
端
は
爪
を
含
め
て
切
断
さ
れ
て
も
元

の
形
に
近
い
状
態
に
再
生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
組

織
に
は
あ
る
程
度
の
再
生
能
力
が
あ
り
ま
す
が
再

生
に
は
湿
潤
環
境
が
必
要
で
傷
口
を
乾
か
す
こ
と

は
再
生
の
た
め
に
大
き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。　
　

◎
湿
潤
療
法

　

肝
臓
は
腹
腔
内
に
あ
り
肝
表
面
は
切
断
面
も
含

め
て
湿
潤
な
環
境
に
あ
り
乾
燥
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
肝
臓
の
切
断
面
は
隣
接
す
る
臓
器
の
壁

で
保
護
さ
れ
な
が
ら
湿
潤
環
境
で
再
生
し
ま
す
。

　

指
の
先
端
を
切
断
し
て
病
院
を
受
診
す
る
と
、

ま
ず
局
所
麻
酔
で
痛
み
を
取
っ
て
か
ら
止
血
操
作

を
行
い
な
が
ら
徹
底
的
に
水
道
水
で
洗
浄
し
ま

す
。
骨
が
露
出
し
て
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
切
断

面
を
水
分
を
通
さ
な
い
被
覆
材
（
滅
菌
シ
ー
ト
。

料
理
用
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
や
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
な
ど

も
安
価
で
手
に
入
り
や
す
く
手
軽
な
材
料
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
）
で
覆
い
ま
す
。
約
一
か
月
で
皮
下

組
織
が
再
生
し
表
面
が
皮
膚
で
お
お
わ
れ
爪
の
再

生
へ
と
進
み
ま
す
。
そ
の
間
、
週
に
一
～
二
回
覆

い
を
外
し
水
道
水
で
洗
浄
し
、
染
み
出
た
体
液
を

軽
く
洗
い
流
し
て
ま
た
同
様
に
覆
い
ま
す
。
ガ
ー

ゼ
を
使
わ
な
い
の
で
覆
い
は
簡
単
に
は
が
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
消
毒
液
な
ど
の
薬
は
細
胞
を
破
壊

し
、
痛
み
を
増
す
な
ど
害
が
多
く
使
い
ま
せ
ん
。

直
接
ガ
ー
ゼ
で
覆
っ
て
水
分
を
吸
収
さ
せ
、
傷
を

乾
燥
さ
せ
る
こ
と
は
細
胞
の
再
生
に
大
き
な
障
害

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
傷
を
直
接
ガ
ー
ゼ
で
覆
う

と
、
ガ
ー
ゼ
が
癒
着
し
、
こ
れ
を
は
が
す
と
き
出

血
し
た
り
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
、
せ
っ
か
く

再
生
し
て
き
た
組
織
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
す
り
傷
や
浅
い
切
り
傷
の
処
置

　

必
要
に
応
じ
て
局
所
麻
酔
を
行
い
水
道
水
で
洗

浄
し
ま
す
。
消
毒
薬
は
使
い
ま
せ
ん
。
被
覆
材
で

覆
い
そ
の
隙
間
か
ら
染
み
出
し
て
く
る
体
液
を
吸

収
す
る
よ
う
に
ガ
ー
ゼ
や
水
分
を
吸
収
し
や
す
い

ペ
ー
パ
ー
を
か
ぶ
せ
て
保
護
し
ま
す
。
創
部
を
乾

燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
一
日
に
一
～
二
回

同
様
に
洗
浄
被
覆
処
置
を
繰
り
返
し
ま
す
。
一
週

間
以
内
に
皮
膚
が
再
生
し
治
癒
し
ま
す
。

◎
や
け
ど
の
処
置

　

皮
膚
が
発
赤
す
る
程
度
の
や
け
ど
は
痛
み
が
な

く
な
る
ま
で
流
水
な
ど
で
充
分
に
冷
や
す
こ
と
で

す
。
水
疱
が
で
き
た
や
け
ど
は
水
洗
も
か
ね
て
水

道
な
ど
冷
水
で
冷
や
し
ま
す
。
冷
や
し
方
が
足
り

な
い
と
や
け
ど
は
進
行
し
ま
す
。
衣
服
は
無
理
に

脱
が
せ
な
い
で
そ
の
上
か
ら
冷
や
し
な
が
ら
病
院

へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
病
院
で
も
痛
み
が
な
く
な

る
ま
で
冷
や
し
続
け
十
分
に
洗
浄
し
、
必
要
に
応

じ
て
炎
症
を
抑
え
、
痛
み
を
軽
減
す
る
薬
剤
を
塗

布
し
、
被
覆
材
で
覆
っ
て
、
乾
燥
、
汚
染
を
防
ぎ

ま
す
。
こ
の
時
も
消
毒
剤
は
使
わ
ず
、
一
日
一
～

二
回
の
洗
浄
、
被
覆
を
繰
り
返
し
ま
す
。
一
週
間

ほ
ど
で
皮
膚
が
再
生
し
治
癒
し
ま
す
。

◎
咬
傷
、
汚
染
創

　

皮
下
脂
肪
が
露
出
す
る
よ
う
な
傷
、
動
物
に
よ

る
咬
傷
、
土
な
ど
に
汚
染
さ
れ
た
傷
は
、
で
き
れ

ば
よ
く
流
水
で
洗
い
、
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

病
院
で
は
さ
ら
に
よ
く
洗
浄
し
、
場
合
に
よ
っ
て

縫
合
処
置
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
破
傷
風
の
予

防
処
置
、
抗
生
物
質
の
投
与
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
顧
問
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
・
60
～
64
歳
で
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
の
障
が
い
又
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
が

あ
り
、
日
常
生
活
が
著
し
く
困
難
な
方
に
対

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

左
の
表
に
あ
る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
と

接
種
料
金
が
２
，
１
６
０
円
（
市
補
助
）
を

上
限
と
し
て
助
成
さ
れ
ま
す

（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

　

予
防
接
種
の
予
約
開
始
時
期

や
料
金
な
ど
は
医
療
機
関
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
必
ず
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
入

院
・
入
所
先
な
ど
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
接
種

前
に
健
康
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物
：
保
険
証
（
社
会
保
険
の
方
は
運
転

免
許
証
等
、
住
所
が
確
認
で
き
る
物
も
必
要
）

　

妊
婦
の
方
、
６
ヶ
月
以
上
中
学
３
年
生
以
下

の
方
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
助
成
額
は
１
回

に
つ
き
２
，
１
６
０
円
）
事
前
に
予
約
し
た
医

療
機
関
で
必
要
書
類
を
記
入
し
、
助
成
の
対
象

者
と
確
認
で
き
れ
ば
そ
の
ま
ま
接
種
を
受
け
て

頂
け
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
出
向
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
同
様
、
予
防
接
種
の
予
約

開
始
時
期
や
料
金
な
ど
は
医
療
機
関
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
必
ず
各
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
接
種
が
受
け

ら
れ
る
医
療
機
関
は
上
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

●
持
ち
物
：
母
子
健
康
手
帳
、
医
療
受
給
者

証
ま
た
は
保
険
証

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
に
関
す
る
こ
と
で
、
心
配

さ
れ
て
い
る
本
人
や
家
族
の
方
の
無
料
相
談
。

日
程
：
９
月
21
日
、
10
月
19
日
、　　
　
　

　
　
　

11
月
16
日
、
12
月
21
日

時
間
：
い
ず
れ
も
13
時
～
15
時

場
所
：
高
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

酒
害
相
談
（
事
前
予
約
不
要
）

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

市内のインフルエンザ予防接種の実施医療機関
医療機関名 電話番号 高齢者  子育て 特記事項

萩原北醫院 ℡ 52-3444 ○ ○
中田医院 ℡ 52-1022 ○ ○
藤岡医院 ℡ 52-3033 ○ ※ 6 歳以上から接種可能
こばやし整形外科 ℡ 52-3952 ※ × 当院に通院の方のみ
大塚耳鼻咽喉科医院 ℡ 52-3387 ○ ○
南飛騨せせらぎ病院 ℡ 25-5758 ※ × 当院に入院通院の方のみ
市立小坂診療所 ℡ 62-2212 ○ ○
市立馬瀬診療所 ℡ 47-2152 ○ ○ 毎木曜日のみ
県立下呂温泉病院 ℡ 23-2222 ※ ※ 当院に入院通院の方のみ
黒木医院 ℡ 24-1303 ○ ○
近藤医院 ℡ 25-4428 ○ ○
小池医院 ℡ 25-6688 ○ ○
おくむらクリニック ℡ 25-6700 ○ ○
花田医院 ℡ 26-2036 ○ ○
乗政診療所 ℡ 26-2100 ○ ×
市立中原診療所

℡ 28-2004 ○ ○
市立上原診療所
市立金山病院 ℡ 32-2121 ○ ○
阿部医院 ℡ 32-2025 ○ ○
福井医院 ℡ 32-2151 ○ ※ 1 歳未満、妊婦は不可
※は「特記事項」をご確認ください。又、詳細は必ず各医療機関へご確認ください。


